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４． 保守点検 
 

１）  点検 

 
日常点検 
１，  作動状態がスムーズであるかどうか。 
２，  ピストン速度、サイクルタイムの変化。 
３，  ストロークに異常がないかどうか。 

 
定期点検 
１，  シリンダ取り付け用ボルト及びナットのゆるみ。 
２，  シリンダ取付フレームのゆるみ、または異常なたわみ。 
３，  作動状態がスムーズであるかどうか。 
４，  ピストン速度、サイクルタイムの変化。 
５，  外部漏れ 
６，  ロッド先端金具、タイロッド、ボルト類のゆるみ。 
７，  ストロークに異常がないかどうか。 
８，  ロッドの傷。 
９，  エアフィルタのドレン抜きは定期的に行なっているかどうか。 

 
以上の個所をチェックし、異常を発見すれば増し締めまたは分解し、処理を行って 
ください。 

 

 警告 
１．  保守点検は、取扱説明書の手順で行ってください。 

取り扱いを誤ると、機器や装置の破損や作動不良の原因となります。 
２．  機器の取り外し及び圧縮空気の給・排気 

機器を取り外す時は、被動体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされて 
いることを確認してから、供給する空気と設備の電源を遮断し、システム内の 
圧縮空気を排気してから行ってください。 
また、再起動する場合は、飛び出し防止処置がなされていることを確認してから 
注意して行ってください。 
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２） 分解点検 
定期点検で異常のあった場合は、次の個所をチェックし処置を行います。 
ただし、パッキンセットはすべて交換してください。 

表５．点検個所、異常状態及び処置 

点検個所 異常状態 処    置 

１．浅い摺動傷 使用上差し支えない。ただしペーパーなどで軽く磨く。 

２．深い摺動傷 修理不可能の場合、新品と交換する。 

３．焼き付き傷 新品と交換する。 

１．チュ－ブ 

内面・ロッド 

摺動面 

４．メッキ剥離 新品と交換する。 

１．浅い摺動傷 使用上問題はない。ペーパーで軽く磨く。 

１． 偏摩耗が０．２ 

ｍｍ以上 

押エ板アッセンブリを新品に交換する。なお、横荷重が異常

にかかっていないか確認し、取り除く。 

２．ブッシュ 

  内面 

３．ブッシュの割れ 同   上 

１．浅い摺動傷 使用上問題はない。ペーパーで軽く磨く。 

２．深い傷または 

  ひっかき傷 

修正不可能であればピストンロッドアッセンブリを新品に 

交換する。シリンダ内部や配管内に異物が入ってないかを 

十分調査する。 

３．ピストンの割れ ピストンロッドアッセンブリを新品に交換する。 

３．ピストンの 

  表面 

４．ピストンの 

  異常摩耗 

ピストンロッドに異常な横荷重がかかっていないか確認し、

取り除く。ピストンロッドアッセンブリを新品に交換する。 

１．ゆるみ ピストンロッドアッセンブリを新品に交換する。 ４．ピストンと 

  ロッドの 

  結合 
２．クラック 

大きな慣性力がかかっていないか確認し、原因を取り除く。

ピストンロッドアッセンブリは新品に交換する。 

５．その他  
フレーム、取付部の溶接クラック、異常摩耗、ねじなど十分 

チェックし、異常があれば交換する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３） 分解 
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１．  分解する場所は十分広く取り、ごみなどの少ない場所で行ってください。 
２．  シリンダを取り外した場合、機械側の配管口やゴムホースなどの先端は必ず 
   きれいなウエスで保護し、ごみが入らないように注意してください。 
３．  摺動部には絶対に傷をつけないように注意し、分解してください。 
４．  カバー（押エ板）をピストンロッドより抜き取るとき、パッキン、ブッシュに傷を 
   つけないために、ロッド先端の２面取部にバリが出ていないか確認し、バリが 
   出ている場合は「ヤスリ」を用い取り除いてください。 
５．  いずれか一方のタイロッド用ナットを「ソケットレンチ用ラチェットハンドル」、 
   「ソケットレンチ用Ｔ型スライドハンドル」、「ソケットレンチ用スピナハンドル」など 
   を用いてゆるめ、タイロッドより取り外す。使用する「ソケットレンチ用ソケット」は 
   表６のとおりです。 

表６．ソケット 

チューブ内径 使用ナット 適用ソケット 

１２５・１４０ １種、Ｍ１４×１．５ ＪＩＳＢ4６３６ １２角２２ 

１６０ １種、Ｍ１６×１．５ ＪＩＳＢ４6３６ １２角２４ 

１８０ １種、Ｍ１８×１．５ ＪＩＳＢ4６３６ １２角２７ 

２００ １種、Ｍ２０×１．５ ＪＩＳＢ４6３６ １２角３０ 

２５０ １種、Ｍ２４×１．５ ＪＩＳＢ4６３６ １２角３６ 

３００ １種、Ｍ３０×１．５ ＪＩＳＢ４6３６ １２角４６ 

６．  タイロッド４本をカバーより取り外す。 
７．  パッキン、ブッシュを傷つけないように、押エ板（ロッドカバー）をピストンロッド 
   より取り外す。 
８．  ピストンロッドを引っ張り、ピストンをシリンダチューブより引き抜く。 
９．  シリンダチューブをヘッドカバーより取り外す。 
１０． ロッドカバー部の分解について（ヘッドカバーも準ずる） 
  ａ，シリンダチューブガスケットを取り外す。ガスケットが極端に変形、もしくは 
    切れている場合は交換する。 
  ｂ，「マイナスドライバ」を用いクッションバルブをカバーより取り外す。 
    （工具；ネジ回し 呼び ８×１５０ 普通形、普通級） 

   ｃ，クッションバルブパッキンを「ウエス」などを用い引き伸ばすようにし、クッション 
    バルブより取り外す。 
  ｄ，押エ板の六角穴付ボルトを「六角レンチ」を用いて緩め、押エ板を取り外す。 
    使用する「六角レンチ」は表７のとおりです。 

表７．六角棒スパナ 

チューブ内径 六角穴付ボルト 六角レンチ呼び 

125・140・160 M8×1.25×25L ６ 

180・200 M10×1.5×30L 8 

250・300 M12×1.75×35L 10 
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ｅ，ワイパーリングを取り外す。どうしても手で取れない場合は、小さな「マイナス 
        ドライバ」などを用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして取り外す。 

ｆ，ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」などを用い傷つけないよう注意し、 
        ほじるようにして取り外す。 

ｇ，押エ板ガスケットを取り外す。 
ｈ，クッションパッキンは、圧入されているので、取り外す際の傷や圧入力変化で 
  圧入部よりのエア漏れなどが発生します。したがってクッションパッキンを 
  交換しなければならない場合は、ロッドカバーアッセンブリ、ヘッドカバー 
  アッセンブリで交換してください。 
ｉ， ブッシュは、押エ板に圧入されているので構造的に取り外しが困難なことと、 
  たとえ取り外したとしても再圧入時の圧入代が低下してしまいますから、交換 
  しなければならない場合は、押エ板アッセンブリで交換してください。 

         
４）  組立 

１. シリンダを組み立てる前に各部品は十分に洗浄を行ない、ごみなどの付着の 
   ないよう、きれいにしてください。 

２. 組立に際し、あらかじめロッド、ブッシュ、チューブ及びシールには十分グリス 
   を塗布してください。 

３. 部品に錆が発生している場合は、錆を完全に取り除いてください。 
４. 組立は清浄な場所で行ない、絶対に異物が入らないように注意して行なって 

ください。 
５. シール装着の際は、シールに傷がつかないように注意して行ってください。 
６. チューブにピストン、ブッシュにロッドを挿入する場合は、それぞれのシールに 

   傷がつかないよう注意して作業を行ってください。 
７. トラ二オン金具の場合、ロッドカバーとトラ二オン金具が平行になるように取り付

けてください。 
８. トラニオン金具の位置調整はタイロッドナット締め付けトルクを含め困難なため

工場修理をお勧めします。 
９. フート金具の場合、フート金具下面からピストンロッド中心の距離が最小になる

よう取り付けてください。（図３．参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ロッドカバーまたはヘッドカバー

タイロッド 

フート金具 

 図３．  

Ｆ 
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１０.タイロッドやボルトの締め付けは表８．に示す適正な締付トルクで行なって 
      ください。 

 
                   表８．締付トルク                （Ｎ・m） 

チュ－ブ内径 φ１２５ φ１４０ φ１６０ φ１８０ φ２００ φ２５０ φ３００ 

鉄チュ－ブ ４９ ７５．５ １０３ １４７．１ ２５４ ４５１．１
タイロッド 

アルミチュ－ブ ３９．２ ６２．８ ９２．７ １３２．４   

押エ板ボルト １１ ２２ ３８ 

 
５）  消耗品 

   １． パッキンセット内容 

   ＣＳ１N－    Ａ－ＰＳ 

                   チューブ内径 

 
 
   当社よりのパッキンセットまたはパッキン単体の梱包状態は、密封保管状態に 
   ありませんので、１年以内にご使用ください。 
   長期保管を行う場合には、密封保管状態に梱包していただき、下記の保管方法に 
   より、長期保管を行ってください。 
   密封保管状態 ： ポリエチレン袋などに密封され、さらに箱などに入れた状態。 

２． パッキンの保管方法 
  ａ，パッキンは密封保管状態に梱包していただき、そのまま保管してください。 
  ｂ，製品の一部を取り出した場合には、異物の付着、混入に注意してできるだけ 
    元のとおりに梱包してください。 
    むきだしの状態で放置することは、絶対避けてください。 
  ｃ，保管場所は、直射日光を避け、温度、湿度の低い所としてください。 
  ｄ，特に、熱や放射線及びオゾンの発生しやすい機器からは、隔離遮断するよう 
    十分注意してください。 
  ｅ，パッキンを多量に重ねたり、重い物を上に載せて変形、傷を付けないよう注意 
    してください。 
  ｆ，保管中のゴム製品表面に白い粉が出ることがありますが、パッキンの性能には 
    影響ありません。 
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６） パッキン交換要領 
   １．パッキンの取り外し 
     ワイパーリング、ロッドパッキン、バルブパッキン、チューブガスケット、押エ板 
     ガスケットの取り外しは「３） 分解」を参照してください。 
     ピストンパッキンはパッキン溝が深いため、精密ドライバではなく手でピストン 
     パッキン周囲の一方から押しつつんで、浮き出たところを引き抜きます。 

 
   ２．グリスの塗布 
     ａ．パッキン類   グリスを薄く塗布してください。 
     ｂ．シリンダ各部品 
       下図の各部品にグリスを塗布しますが、１００ＳＴのシリンダ１本につき表１０の 
       量が必要です。 

 
                 表１０．グリス塗布量                    （ ｇ ） 

 φ125 φ140 φ160 φ180 φ200 φ250 φ300 塗布位置

100st 時 １５～１７ ２０～２２ ２４～２６ ２７～２９ ３０～３２ ３３～３５ ３６～３８ ①～⑥

50st 割増 ３ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ③④ 

 
         （グリスはリチウム石けん基グリスＪＩＳ２号相当品を使用してください。） 

    
３．パッキンの装着 

     ａ．ワイパーリング・ロッドパッキン 
       パッキンの方向を間違えないように装着してください。 
     ｂ．ワイパーリング以外のパッキン類の装着 
       パッキン装着後、ブッシュ内周全面にグリスをすり込む要領でグリスを塗布して 
       ください。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ D E 
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７）検査 

組み付け後の検査は表１１に基づき検査してください。 
表１１．検査項目 

検査項目 基準及び試験方法 判定基準 備考 

１ 寸法 主要部の寸法を測定する。 図面､カタログまたは 

仕様書による。 

 

２ 外観 1.各部の仕上りは良好であり

有害な傷、割れ、その他の 

欠陥の有無を確認する。 

2.各部の塗装及びメッキは 

強固で変色、剥離などの 

欠陥の有無を確認する。 

目視で欠陥がない 

こと。 

 

３ 外部漏れ ヘッド側及びロッド側から交互

に空気圧０．７～０．９７ＭＰａ 

及び０．０５ＭＰａを加えて２０秒

間保持する。 

変形がなく漏れは、 

６．４２×１０－４ｍ３／ｈ 

（ＡＮＲ）以下である 

こと。 

 

４ 最低使用 

 圧 力 

ならし運転を１～２回行った後

無負荷の状態でシリンダを 

水平に設置し、シリンダの 

ヘッド側及びロッド側から 

０．０５ＭＰａの空気圧を交互に

加えてピストンの全行程を 

１回以上往復させる。 

ピストンがその行程中

停止することなく円滑 

に移動すること。 

クッション機構を内蔵 

するシリンダは 

クッションバルブを全開

にして行う。 

５ クッション

試 験 

無負荷の状態でクッション 

バルブを全開にし、０．７～ 

０． ９７ＭＰａ及び０．０５ＭＰａの

気圧をシリンダのヘッド側 

及びロッド側から交互に 

加える。 

クッションストロークを 

３秒以内で作動しない

こと。 

 

６ 内部漏れ 

試 験 

シリンダを静止の状態に置き 

ヘッド側及びロッド側から 

０． ７～０．９７ＭＰａ及び０．０５ 

ＭＰａの空気圧を交互に 

加える。 

ポート部からの漏れは

３８．５２×１０－４ｍ３／ｈ 

（ＡＮＲ）以下である 

こと。 

 

７ 表示 銘 板 目視で欠陥なきこと。  
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